
文責：根本委員（区事務局一部修正） 

(１) 会議の名称 大田区自立支援協議会 第 5回就労支援部会 

(２) 開催日時 平成 30年 10月 22日（月）10：00～12：00 

(３) 開催場所 蒲田地域庁舎 5階 大会議室 

(４) 出席した委

員、事務局等 

委 員                          ＜敬称略＞ 

鶴田 雅英 中野 真弓 相澤 あゆみ 都丸 利奈子 谷口 学 

山崎 訓子 根本 真理子 酒井 弘美 星野 歩 髙橋 由紀 

加藤 治     

事務局：小林 善紀、森崎 恵里、滝本 裕弥、西澤 佳佑 

欠席者：平井 有希子、宇田尻 浩司、富田 文子、佐藤 正浩、富永 眞也、

関 香穂利 

１ 各委員・各ネットワークからの情報提供 

（1） おおた TSから 

9月 拡大定例会として講演会を開催。テーマは、「児童虐待から考え

る～それを引き起こさないために地域ができること～」 

     次回は、「三人暮らし」の著者に講師を依頼予定。 

 

（2） 三区合同イベント「あきらめないで！笑顔に出会うまで」の報告 

9月 30日（日）にサポートセンターにて開催。第一部では、高次脳機

能障害の方と関わる中で大変だったことや学んだことについて、髙橋委

員が講演。 

第二部では、高次脳機能障害の当事者、家族、各支援者を交えての座談

会を実施。 

 

（3） ひきこもり・生きづらさ茶話処 in大田の案内 

10月 22日（月）14：30～18：30 大田区役所本庁舎 2階 203会議室   

にて開催。（主催：NPO法人楽の会リーラ 共催：大田区、大田区社会

福祉協議会、グループコスモス、一般社団法人 Spirit）当事者、家族、

支援機関だけでなく、テーマに関心のある地域住民の参加も可能。今後

も継続していく予定。 

 

（4） 生産連から 

区内施設でどのような製品を作っているか知ってもらいたい、とのこ

とで、生産連のホームページの案内があった。 

 

（5） 職場体験実習実行委員会からの報告 

    企業等での職場体験実習が始まっている。来年の 1月に報告会を実施予

定。詳細等決まり次第案内する。 

 



 

（6） 10/3運営会議の報告 

 各部会からの状況報告 

これまでの部会での取り組みと、今後の専門部会で取り組んでいく内

容について各部会より報告があった。 

 東京都自立支援協議会交流会の報告 

「協議会であがった課題はどこにいってしまうのか～自立支援協議会

本来の役割～」というテーマで開催。ミニシンポジウム後、グループ

に別れて意見交換を行った。専門部会で活発に意見されていることを

どのように本会で取り上げていくかが課題であるという意見が多か

った。 

 協議会のホームページの更新について 

半年間更新されていなかった。今後は滞らないよう更新していく。 

 相模原市自立支援協議会の視察 

大田区のホームページを見て視察に訪れた。相模原市は大田区と人口

規模がほぼ同じ。 

 「全体合同部会の振り返り」 

アンケートの内容および、全体合同部会後の各部会で出た意見を参考

に、全体合同部会の振り返りと二回目を開催する場合の方向性につい

て検討した。 

 委員の任期について 

新たに委員になった人は、最初の 1年目は、協議会の活動を知ること

から始まる。2年目から議論ができるようになるため、現在の「再任

を妨げない」はそのままに、委員の任期について、「2年間」とするこ

とを検討したい。本会に諮っていく。 

 第 2回本会について 

各専門部会からの報告（中間報告）について、各部会長が A4用紙一

枚にまとめ、報告時間を短縮する。地域課題の解決策についての意見

交換の時間を多く取れるようにする。 

 

２ 事務局からの情報提供・確認事項 

（1） 10月就労促進担当者会議の報告 

    就労担当者セミナー担当が中心となり、「企業見学と就労促進―マッチ

ングの視点―」～企業と利用者をどうつなぐか～ というテーマで学習

会を実施。グループでの事例検討も行った。 

 

（2） 9月移行支援事業所連絡会の報告 

11月 29日（木）開催の就労促進懇談会に向けた打合せを行った。 

今年度は、「就労定着支援事業」について取り上げていく。講演は、厚

生労働省より、障害福祉サービスの就労定着支援事業が新設された背



 

景と概要について、東京都より、就労定着支援事業所の現状について

講演してもらう予定。また、障害者雇用現場における就労者の定着に

ついて、障害者を雇用している企業からも講演してもらう。企業につ

いては現在調整中。 

 

（3） 公開セミナーについて 

今年度の公開セミナーについての検討。日程は、平成 31年 2月 5日

（火）。テーマや講師については、11月の作業部会にて検討し、専門部

会で提示する。それまでに、テーマや講師の候補について意見を募集

する。 

 

（4） 就労支援部会活動内容報告書および中間報告について 

10月 26日（金）の本会で報告する資料についての最終確認を行った。 

 

 （5） その他 

○精神障害者就労定着支援連絡会 

講演会の案内 

10月 24日（水） 

「精神障害者の雇用における企業の役割～職場定着と自立の視点か

ら～」 

○地域活動クローズアップシネマプロジェクト 

地域の方の活動促進を目的に、NPOセンターが運営。 

今年度のテーマは、「ひきこもり」。映画から社会課題を考えるという

ことで、隔月で映画を上映していく。 

○New Balance アリーナの紹介 

スポーツスクールや放課後等デイサービスを兼ねたスポーツ複合施

設として、茨城にオープン。 

○中央省庁の障害者雇用水増し問題 

障害者雇用水増し問題を受け、政府は 2019年中に省庁で 4000人の

採用を目指す方針。法定雇用率を満たしていない企業等が影響を受け

るか。 

 

３ 本日の検討課題（こども部会とのコラボ企画） 

  テーマ：『障がいのあるこどもの働くについて』 

   グループに別れて、テーマについて自由に意見を出し合い、意見交流を行

った。 

 

４ その他 

  本日のコラボ企画についてのアンケート協力を依頼 



 

５ 次回日程 

  平成 30年 11月 19日（月） 15時 00分～17時 00分 

  場所：蒲田地域庁舎 5階小会議室 1 

  司会（髙橋委員） 書記（山崎委員） 予定 

 


